
山幸彦 

桑田昭弘（中四国支部） 

山幸彦の出自を古事記では次の様に記している。 

「ニニギノミコトが一夜契を交わしただけの妊娠を疑った。これにコノハナサクヤヒメは、『天津神の子

ならば無事生まれる』と言い火を付けた御殿でホデリノミコト（海幸彦）、ホスセリノミコト、ホオリノ

ミコト（山幸彦）の三人を産んだ。」    

コノハナサクヤヒメは三つ子を産んだのだろうか？ 

恐らく、その後の歴史を繰り広げる海幸彦、 ホスセリノミコト、山幸彦の三人は天津神の流れを受け

継ぐ人物である事を告げていると思われる。 

筆者が妄想する山幸彦の出自を以下に著してみた。  

   
補足１．卑弥呼（初代天照大御神）の死後、須佐之男命は出雲へ行き、神無月に集った八ヶ国の王 

（八岐大蛇）に認められ次の王となった。須佐之男命は王の証である出雲の神聖な櫛を授かり 

自らの名をクシタマノカミニギハヤヒノミコトと名乗った。 

補足２．王として呪術的能力を求められた須佐之男命は、三輪山（畿内）の神（大物主大神）の末裔で 

呪術能力を持つオオタタネコを呪術王（２代目親魏倭王）とした。そして自らも天磐船にて 

畿内へ天降りし御肇国天皇（崇神天皇）となった。 

崇神天皇は新たに治めた国々を故郷と同じヤマトと名付け人々はその地を綿津見の国と呼んだ。 

補足３．倭王（天照大御神）としての決まり（宇佐にて祈祷する未婚の皇女）を遵守せねばならなくな 

り、崇神天皇はオオタタネコを廃し、１３歳の娘（豊鍬入姫命）を２代目天照大御神（３代目 

親魏倭王）とし、三種の神器を授け宇佐へ送り出した。 

補足４．須佐之男命が畿内へ遷都した為、本来なら綿津見神（海幸彦）の役割である天照大御神の補佐 

を大山津見神（山幸彦）が北部九州へ移り担った。 

１世紀

北部九州 出雲 畿内
紀元前
２世紀

２世紀

３世紀

４世紀

大
山
津
見
神

綿
津
見
の
国

綿
津
見
神

大
山
津
見
神

別天津之神

イ
ザ
ナ
キ

新
た
な

漢
委
奴
国
王

イ
ザ
ナ
キ

底筒男之神

中筒男之神

底綿津見神

中綿津見神

月
読
命

天
照
大
御
神

親
魏
倭
王

卑
弥
呼

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ

月
読
命

天
照
大
御
神

海
幸
彦

委国は奴国（本来の）を中心とした

連合国家となり、各国の王たちは

毎年神無月に別天津之神を祀る

出雲大社へ集った。

３
代

天
照
大
御
神

豊
玉
毗
売

倭
比
売

武
内
宿
禰

漢
委
奴
国
王

イ
ザ
ナ
ミ

２
代

天
照
大
御
神

３
代

親
魏
倭
王

豊
鍬
入
姫
命

台
与

須
佐
之
男
命

崇
神
天
皇

月
読
命

宇佐神宮

比売大神

補足

１
補足

２

補足

３

補足

４

山
幸
彦

上筒男之神上綿津見神

須
佐
之
男
命



付記 

下図は、今回投稿の「山幸彦」と昨年１２月投稿の「天之日矛」の要旨を２０２２年６月投稿の「日本

の始まり」に加筆・修正した系統図（古事記等に登場する人々の年代、地域、相関関係、系譜、事象を

著した図）である。 

 
 

４世紀

敦賀畿内出雲年代 九州

１世紀

２世紀

３世紀
天照大御神

（卑弥呼）

魏より「親魏倭王」印綬
北部九州地方をヤマト

南部九州地方をハヤト 須佐之男命

（クシタマノカミニギハヤヒノミコト）

（崇神天皇）須佐之男命 須佐之男命

（クシタマノカミニギハヤヒノミコト）

神無月に出雲大社へ集まった８ヶ

国の王の承認を得て倭国王となる
（八岐大蛇退治）

倭国連合の初代天皇の誕生

豊鍬入姫命

（崇神天皇の皇女）
豊鍬入姫命

２代目天照大御神

（台与）

天磐船に乗っ

て天降り

三種の神器を携行

（天の安河の誓約）

山幸彦

（浦島太郎）

倭比売命

３代目天照大御神

（豊玉毗売）

瀬戸内の大三

島に幽閉

大山祇神社に

祀られる。

箸を陰部に

突き死去

倭国を実質統一

倭建命

（崇神天皇の曾孫）

（大国主命）

倭比売命

（崇神天皇の孫娘）

伊勢神宮 外宮

箸墓古墳埋葬

伊勢神宮 内宮

出雲大社の別天津神と一緒に

合祀される
（倭建命は飛翔する白鳥となり

出雲大社へ）

イザナギ

九州に新たな奴国を樹立

天之御中主神

高御産巣日神（高木神）

神産巣日神

宇摩志阿斯訶備比古遅神

天之常立神

イザナギ

・奴国〔オノゴロ島〕を統一し

王となる

その後に倭国全土を連合国家

とする

・後漢より 「漢委奴国王」

・毎年の神無月に 全国の神（王）

が別天津神を祭る出雲大社に集う

イザナミの死後に

九州へ逃避

底津綿津神

中津綿津神

天照大御神の

死後に出雲へ

建内宿禰

応神天皇
（建御雷神）

（瓊瓊杵尊）

（神武天皇）

（桃太郎）

（宇治能和紀郎子） 応神天皇

（神武天皇）

継体天皇

古事記にて

応神天皇～継体天皇

までを

初代神武天皇
～崇神天皇以前まで

として記載

祖父 少名毗古那神の

後を継ぎ敦賀の王となる

（気比神宮）

香坂王

（天若日子）

（事代主神）

（稲氷命）

（大山守命）

忍熊王

（建御名方神）

（登美能那賀須泥毗古)）

（大雀命）

応神天皇

１６代 仁徳天皇

２６代 継体天皇

建内宿禰

蘇我氏誕生

建内宿禰の血筋である

継体天皇を擁立し

蘇我と名乗る

２５代 武烈天皇で

皇統断絶

天孫降臨 （南九州への逃避行）

神武東征 （南九州から畿内へ）

少名毗古那神 （高木神）の手助けによる

宇佐神宮に

初代天照大神（卑弥呼）

２代天照大神（豊鍬入姫命）

３代天照大神（倭比売命）

を比売大神として祀る

・この地を新しくヤマトと命名

「虚空にみつ日本(ヤマト)国」

・五穀の起源

倭建命の指示
ヒメとしての掟である生涯独身を破った刑罰

別
天
津
神

下照比売

建内宿禰の

先妻の子

蘇我氏は神武天皇誕生以前を国記（神話として）として記録した。

又、神武天皇以降の天皇の業績を天皇記として代々に渡り記録した。

この記録した国記と天皇記は乙巳の変にて焼失したが、

これを誦習していた稗田阿礼にて復元され、後に古事記として編纂される。

忍熊王は義兄の香坂王の後

を継ぎ仁徳天皇となる

上津綿津神

天之日矛
（少名毗古那神）

高御産巣日神と神産

巣日神の子孫

倭建命の倭国統一の

手助け

神功皇后
（万幡豊秋津師比売命）

（少名毗古那神の娘）

天之日矛

（少名毗古那神）

後に倭建命と不和となり

敦賀へ移る

イザナミ

神功皇后
（玉依毗売）

山幸彦へ

別天津神の末裔が朝鮮半島に新たな国（新羅）を建国した。

しかし、その後の新羅の王権争いにより１２代王子の天之日矛

は国を追われて倭国に渡来。
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